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医
療
救
護
訓
練
を
実
施

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
を
開
催

　

11
月
29
日
、
市
と
下
呂
市
医

師
会
な
ど
は
、
萩
原
町
の
あ
さ

ぎ
り
体
育
館
で
医
療
救
護
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
最
大
震
度

６
強
の
直
下
型
地
震
が
発
生

し
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
家
屋
倒

壊
と
国
道
41
号
線
の
不
通
、
交

通
事
故
に
よ
り
多
数
の
負
傷
者

が
発
生
し
た
想
定
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
行
政
と
医
療
機
関
と
の

連
携
訓
練
や
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

（
重
症
度
と
緊
急
性
に
よ
っ
て

分
別
し
、
治
療
の
優
先
度
を
決

定
す
る
こ
と
）、
自
治
会
や
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
搬
送
訓

練
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
10
団
体
１
７
０
名

が
参
加
、
下
呂
看
護
専
門
学
校

の
学
生
が
演
じ
る
負
傷
者
に
医

師
ら
が
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
い
ま

し
た
。

　

大
塚
正
議
市
医
師
会
会
長
は

「
大
規
模
災
害
時
は
道
路
網
が

寸
断
さ
れ
、
我
々
地
域
の
医
療

機
関
が
一
致
団
結
し
て
治
療
に

あ
た
る
必
要
が
あ
る
。
医
師
や

看
護
師
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
方
た
ち
も
協
力
し
て
自
助
・

共
助
・
公
助
の
連
携
が
重
要
と

な
る
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

【
健
康
医
療
部
・
医
療
対
策
課
】

水
と
緑
の
交
流
森
林
整
備
事
業
を
実
施

　

市
で
は
、
木
曽
三
川
の
下
流

域
へ
水
を
供
給
す
る
「
岩
屋
ダ

ム
」を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

川
の
つ
な
が
り
に
よ
る
上
下
流

の
交
流
を
行
う
「
水
と
緑
の
交

流
森
林
整
備
事
業
」
水
源
林
保

全
体
験
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
交
流
人
口

の
増
加
を
図
る
こ
と
で
地
域
の

活
性
化
を
図
り
、
森
林
環
境
保

全
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
上

下
流
域
が
連
携
し
て
保
全
活
動

に
努
め
る
事
を
目
的
に
、
名
古

屋
市
上
下
水
道
局
職
員
37
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
当
事
業

は
、
今
年
度
岐
阜
県
が
導
入
し

た
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境

税
を
活
用
し
て
、
植
樹
す
る
苗

木
３
０
０
本
（
ト
チ
ノ
キ
・
カ

ツ
ラ
・
ミ
ズ
キ
・
ホ
オ
ノ
キ
・

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
）
と
獣
害
防
除
柵

を
購
入
し
、
事
業
に
参
加
し
た

研
修
生
は
植
樹
す
る
樹
種
の
説

明
、
植
樹
方
法
等
の
指
導
を
受

け
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
に
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。
植
樹
後
は

市
内
の
宿
泊
先
に
移
動
し
、
当

日
の
研
修
を
踏
ま
え
て
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
上
下
流
の
役
割
や
関

わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
発
表
と

意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
【
農
林
部
・
林
務
課
】

植樹をする名古屋市上下水道局職員の
みなさん

負傷者の外見や聞き取りにより緊急性
と重症度を判断する医師ら

　

11
月
15
日
、「
岐
阜
・
下
呂
・

郡
上
観
光
宣
伝
協
議
会
」
で
３

市
合
同
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
東
京
都
内
の
有
楽
町
駅
前
広

場
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
で

は
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
な

ミ
ュ
ー
」
も
登
場
。
訪
れ
た
お

客
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
今
後
も
「
観
光
立
市
」
と

し
て
各
地
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

い
、
広
域
連
携
を
図
り
な
が
ら

誘
客
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
【
観
光
商
工
部
・
観
光
課
】
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開
か
れ
た
議
会
を

　
　
　
め
ざ
し
て

　

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

下
呂
市
議
会
で
は
、
時
代
が

求
め
る
議
会
の“
あ
る
べ
き
姿
”

を
考
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
開
か
れ
た
身
近
な
議
会

と
な
る
よ
う
計
画
し
ま
し
た
。

日
程
は
次
の
通
り
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
議
会
事
務
局

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
３
０
２
）

地　域 実　施　日 会　　場
金　山 １月 21日㈪ 　下原公民館
下　呂 １月 23日㈬ 　下呂市民会館
馬　瀬 １月 25日㈮ 　馬瀬中央公民館
萩　原 １月 28日㈪ 　星雲会館
小　坂 １月 30日㈬ 　きこりセンター
※いずれの会場も午後７時からです

【開　催　日　程】

　

11
月
に
開
催
し
た
「
市
政

懇
談
会
」
で
は
、
市
内
５
箇

所
で
延
べ
２
５
０
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
力
強

化
・
防
災
・
子
育
て
環
境
・

観
光
・
道
路
整
備
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
や
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

広
報
げ
ろ
２
月
号
で
紹
介
い

た
し
ま
す
。

【
経
営
管
理
部
・
秘
書
広
報
課
】

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

下
水
道
の
役
割

　

下
水
道
は
、
下
呂
市
の
美
し

い
水
環
境
の
保
全
や
、
ま
ち
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で

す
。
下
水
道
の
整
備
は
、
世
代

間
で
負
担
し
支
え
あ
い
な
が
ら

長
期
間
に
わ
た
っ
て
実
施
す
る

こ
と
で
、
水
環
境
の
保
全
と
、

ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
担
う
大

切
な
事
業
で
す
。

水
洗
ト
イ
レ
で
快
適
生
活

　

せ
っ
か
く
下
水
道
が
で
き
て

も
、
正
し
く
大
切
に
使
わ
な
け
れ

ば
、
私
た
ち
の
生
活
に
本
当
に
役

立
つ
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
下

水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
区
域
は
、
３
年
以
内
に

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
を
水
洗
ト

イ
レ
に
換
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
排
水

し
か
処
理
で
き
な
い
単
独
浄
化

槽
は
、
風
呂
や
台
所
の
生
活
排

水
が
そ
の
ま
ま
河
川
へ
流
れ
て

し
ま
い
、
水
質
悪
化
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
単
独
浄
化
槽
を
お

使
い
の
家
庭
も
、
下
水
道
へ
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
工
事

　

排
水
設
備
や
水
洗
ト
イ
レ
へ

の
改
造
工
事
は
、
市
が
指
定
し

た
「
排
水
設
備
工
事
指
定
店
」

で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
指

定
店
に
は
排
水
設
備
の
専
門
的

な
技
術
と
知
識
を
持
っ
た
「
排

水
設
備
責
任
技
術
者
」
が
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
工
事
を
任

せ
ら
れ
ま
す
。

水
洗
便
所
等
改
造
資
金
利
子
補
給

　

市
で
は
、
下
水
道
へ
の
早
期
接

続
を
促
進
す
る
た
め
、
利
子
補
給

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
供
用
開

始
（
告
示
）
日
か
ら
３
年
以
内
に

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
行
う
場

合
に
、
市
内
の
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
金
利
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
上
下
水
道
部
・
水
道
料
金
課
】

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
８
４
）

地
域
で
で
き
る
こ
と

      

〜
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
〜

　

11
月
22
日
に
萩
原
町
の
星
雲

会
館
で
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
の
講
演
会
と
意
見
交
換
会
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
会
は
下
呂

市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

が
主
催
し
た
も
の
で
、
各
地
区

区
長
や
地
区
の
防
災
に
関
わ
る

女
性
な
ど
約
１
２
０
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
に
は
、

昨
年
９
カ
月
間
、
宮
城
県
石
巻

市
立
青
葉
中
学
校
へ
派
遣
教
員

と
し
て
赴
任
し
た
、
安
江
有
希

奈
先
生
（
現
・
白
川
町
立
白
川
中
学
校

養
護
教
諭
）
を
迎
え
、
震
災
被
害

の
甚
大
な
地
域
で
の
貴
重
な
体

験
を
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
会
は
、

“
地
域
の
防
災
に
女
性
が
関
わ

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
”
と
い
う
視
点
で
行
わ
れ
、

参
加
者
ら
が
意
見
交
換
。「
女
性

は
男
性
よ
り
細
か
な
点
に
気
が

付
く
」「
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど

の
組
織
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
男
女
が
互

い
の
意
見
を
尊
重
し
、
認
め
合

え
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、

地
域
の
防
災
・
減
災
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

【
経
営
管
理
部
・
総
合
政
策
課
】


